
2020/2021 Season

    ジュニアユース（U15/U14/U13）
2020シーズンは新型コロナウイルス感染症の影響で、
制 限がかけられ 、思うようにトレーニング ができなかっ
た時期がありました。また、Tリーグやクラブユース選手
権等がなくなり、公式戦が例年に比べて少なくなってし
まいました。
2021シーズンではTリーグ やクラブユース選手権等が
実 施されることを願 い 、一つ 一つ の 試 合 の 勝 負 にこだ
わり、結 果 だけではなく、そこに至るまでのプロセスを
大事にしていきたいと思います。

皆さん、こんにちは！！ 
2 0 1 5 年 にトレーロスジュニアユースを卒 団した紀 井 大 武で
す。卒団後は駒込学園高等学校に進学し、高校卒業後はアメ
リカ・フロリダ 州にあるIMGアカデミーU-19で活動しました。
小さい頃から『海外でプレーしたい‼』という強い思いがあり、
現在はタイ3部のNonthaburi  Unitedに在籍しています。
僕が海外でのプレーを目指すきっかけとなったのは、小1から
在籍していたファンルーツ駒沢スクールでの活動にあります。
当時、GAC（ゴールデンエイジクラス）で、アメリカ人、ドイツ人
など様々な国の仲間と一緒にプレーしていました。彼らのサッ
カーに対する熱量と、どんな時でもサッカーを楽しむ姿勢はと
ても刺激になりました。GAC在籍時、小2でフランス、小４でド
イツへ 遠 征しました。海 外チームと戦 い 、交 流を深め、その国
の文化や 習慣に触れることは本当に貴重な経験であり、今の
原点となっています。
僕が考える海外での活動に必要なものは、「言語」、「人間性」、

「結果」の3点。
まず「言語」ですが、英語は話 せて当たり前。僕が真剣に英語
に取り組んだのは高校を卒業してからです。IMGアカデミーで
の経験もあり、今は英語で困ることはほぼ ありませんが、中学
生で学ぶ 英語で充分やり取りできると思 います。留学や 海外
でのプレーを考えている人は、早い段階から英語を習得する
事をお勧めします！

次 に「 人 間 性 」。外 国 人 は 良くも悪くも自 己 主 張 が 強 いで
す。彼らの言動はチーム活動に大きく影響し、時に試合の勝
敗を左右してしまうこともあります。その点、日本人はバラン
スよくコミュニケーションを取ることができます。自国選手と
外 国 人 選 手の パイプ 役としてキャプ テンを任されることが
多 い理由は、日本人のポテンシャル の高さにあるのかもし
れません。
最後に「結果」。日本人は結果に対して貪欲ではないように
感じます。良いパスが出 せた！良いクロスが上げられた！ド
リブ ルで相手をか わ せた！など、自己満足のプレーを良い
プレーだと思っている人がほとんど。プロの世界では、「得
点したのは誰か？」、「アシストしたのは誰か？」、ただそれだ
けです。多くの人々は、試合を90分観ません。観るのは試合
結果と得点した選手だけが映し出されるハイライトの みで
す。自分自身でどんなに良いプレーをしたと思っていても、
結果を残せなかったら、映像として残ることもなく、サッカー
選手として良い選手とは言えないのです。私自身、タイリー
グ で のプレーはまだ 2 年 目で す 。今 後 はもっと上 のカテゴ
リーで戦える選手を目指して頑張りたいと思います。
皆さんの周りには支えてくれる家族、仲間、そして経験豊富
なコーチ 達 が います 。トレーロスで の 経 験 を活 かし、今 、
持っている目標や 夢に向かって貪欲にチャレンジして下さ
い。皆さんの活躍を楽しみにしています！

    ジュニア強化（U12/U11）
新年あけましておめでとうございます。
本年も宜しくお願い致します。
年明け早々に5年生は新人戦があります。
約 1 年 ぶりの 公 式 戦となるので 選 手 たちもこの 大 会 に
かける思いは強いと思います。
また6年生は区長杯、リハウスリーグ の残りの試合があ
ります 。小 学 年 代 にお いて最 後 の 公 式 戦となるので悔
いのないように頑張ってもらえればと思います。みんな
で良い一年にしていきましょう。

    ジュニア育成（U10/U9/U8/U7）
2020年は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り活 動自粛や 公 式 戦 、合 宿や 遠 征など楽しみにしてい
たことが中止となりました。また、活動するにあたり感染
予防対策を行いながら選手、保護者の皆様にはご理解
ご協力いただき大変感謝しております。選手たちは、制
限された中でもサッカーが出来る喜び や 幸 せを感じな
がら日々の活動を取り組んでくれました。
2021年、選手ひとりひとりがさらに成長し飛躍できるよ
うスタッフ一同全力でサポートしていきます！

第2弾　OB/OGからのメッセージ
紀井大武（2014年度卒業生 FCトレーロスジュニア～ジュニアユース）
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ヘッドオブコーチング/ ジュニアユース責任者
荒川友康 - Yuko Arakawa

2020年、コロナとの戦いそして共存の年となりました。かつ
てない状況に世の中は混乱しました。我々にとって最悪の出
来事は、「公式戦（リーグ戦）が中止」されたことでした。せめ
て9月入学になればと願いましたが、それも叶わず政治家を
も恨みました。今年もコロナとの向き合い方を常に模索する
事になります。昨シーズン唯一の鹿島遠征は希望です。U13
優勝と史上初めてのトレーロス決戦を忘れる事はないでしょ
う。

U15・U14
芹澤淳 - Jun Serizawa
2020年は新型コロナウイルス感染症の影響で思うような活
動ができず、様々な試行錯誤をトレーロススタッフみんなで
繰り返してきました。自分自身、日本で指導者として中学生年
代を見ることが初めてで、慣れないことばかりで、上手くいか
ないことばかりで、この年代の指導の難しさを肌で感じまし
た。2021年は2020年の反省を生かし、少しでも自分の指導
力、人間力を高めていきたいと思います。

U12・U11
石井葵 - Aoi Ishi i

新年明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしく
お願いいまします。
1月は活動再開早々から大会が目白押しです。各学年の大会
で素晴らしい結果が得られるように願っています。5年生も大
会があり、5年生として初の杉並区の大会なので選手みんな
に頑張ってほしいと思っています。そのためにもみんなには
試合では観ている人の心を動かせるような闘志溢れるプレ
ーに期待しています。一緒に頑張りましょう！

U10 / ジュニア育成責任者
能代谷恵 - Megumi Noshiroya

新年あけましておめでとうございます。U10カテゴリーは、
12月に2名の新入団選手が加わりました。お互い大切な仲間
でもありポジションを争うライバルとなり、今年はさらにチー
ム内の競争が過熱しそうです。レギュラーメンバーやスタメ
ンでいつも試合に出場できる選手は、誰ひとり決まってはい
ません。日頃の練習の成果や取り組む姿勢、生活面での行動
など共に切磋琢磨して欲しいと思います。今年もよろしくお
願いいたします！

U9
鈴木健之 - Kenji  Suzuki

新年、明けましておめでとうございます。休みの期間、良い時
間は過ごせましたか？1年の始まりは自然と気持ちもリセット
され、新たなスタートをするのにはいい時期ですね。選手の
みんなは何かひとつ今年の『目標』を立てて書き残し、それに
向かってひたむきに努力してみるといいですよ。1年後に振
り返ってみると自分の成長が確認できます。U9選手たちは、
昨年以上に今年も一生懸命サッカーに取り組もうね！！

U8・U7
森谷智之 - Tomoyuki Moriya

新年明けましておめでとうございます。2020年はコロナの影
響で、選手数2名からスタートして、6名となり試合も徐々に行
うことができました。2021年は更に選手数を増やしながら、
試合の機会も増やしたいと考えています。トレーニングでは、
「止める･蹴る･運ぶ」「自分の体を思ったように動かす」こと
を更に追求して、わかりやすく、難しいでも、楽しい！練習を
行いたいと思います。本年もよろしくお願いいたします。

フィジカルコーチ
後藤直人 - Naoto Goto

先日のU14大会を終えて、20/21シーズンが終わろうとして
います。今年は誰もが初めての経験となったオンライントレ
ーニングや分散トレーニングと段階を経て、高円宮杯・U14
大会のみではありましたが、公式戦を迎えることができまし
た。明確な目標が見えない中でも意欲的にトレーニングに取
り組み、成長してくれたと思います。21/22年シーズンがどの
ようになろうと、最大限の準備をするだけです。プレシーズン
に向けて良い準備をしましょう！

ゴールキーパーコーチ
比嘉 駿 - Hayashi Higa

今年は、コロナによる影響で今までにない年でした。自粛期
間は、できることを、やっていきました。自粛期間後も、感染対
策を徹底しながら、全力で楽しくプレーしていきました。困難
な状況でも、選手は前向きに考えて行動していくことができ
ました。サッカーにおいても非常に大切なことです。この一年
いつもコロナのことを考えながらも日々成長する姿が見るこ
とできて、嬉しく思います。来年も更なる成長を期待していま
す。

U13
佐藤 隆幸 - Takayuki Sato
全てにおいて行動様式が変わり、「いままでのように」が通用
しなくなり、「これからは」が始まった一年間でした。大会が様
々中止になる中で、12月末にJY全学年合同遠征を実施する
ことが出来ました。感染予防対策に取り組みながら、全カテ
ゴリーが決勝戦進出という成果のある遠征となりました。様
々な困難の中、希望を失わず取り組んだこの一年間を、近い
未来に皆さんで笑って語り合えたらと思います。本年も宜し
くお願い致します！

皆様、新年あけましておめでとうございます。本年も宜しくお
願い致します。昨年末最後の大会である第29回杉並区さざ
んかカップでは27日の部で優勝することが出来ました。また
新年明けて区長杯や残りのリハウスリーグがあります。残り
の公式戦も全力で戦ってほしいと思います。引き続き新型コ
ロナウィルス感染予防対策をしながらの活動となりますが選
手達と共に頑張っていきたいと思います。

U12・U11 / ジュニア強化責任者
加賀見健介 - Kensuke Kagami

代表
平野 淳 - Jun Hirano

新年あけましておめでとうございます。昨年はコロナ禍にお
いて思うような活動ができず、不自由な思いをさせてしまっ
たことを心よりお詫び申し上げます。今後も予断を許さない
状況ではありますが、いまできることをできるだけ精いっぱ
い取り組むことこそ、必ず未来に繋がります。
コーチたちから日々言われている言葉を大切にしながら、仲
間と共に乗り越えていきましょう。

アカデミーダイレクター
佐藤 由将 - Yoko Morita

1年前。ニュースで中国から新たなウイルスが拡大し始めた
と報道が出ました。あの時は大事に感じなかった事が、まだ
日常に戻らない日々が続いている。ただ、私は2020年に挑
戦することの大切さを改めて感じました。挑戦した結果、失敗
したって必ず次に繋がるヒントが得られる。でも、何もしなか
ったら何も残らず後悔だけ残る。だからこそ、2021年は「ワク
ワク」、「ゾクゾク」するような挑戦をしていければと思ってま
す！

アドバイザー
和賀 崇 - Takashi Waga

新型コロナウィルスが流行してから早1年。日常が日常でなく
なり、不自由な生活を強いられることになりました。サッカー
ができる、学校に行けるなどが日常ではなくなる。だからこそ
毎日当たり前にやってくる日常への感謝の気持ちを忘れて
はなりません。サッカーができることは日常ではない。サッカ
ーができることに感謝し、全力を出し切り、楽しんでください。
クラブに関わる全ての人に感謝し、今年も楽しく全力でサッ
カーに取り組みましょう。皆様の活躍をお祈りしています。

事務局
森田陽子 - Yoko Morita

明けましておめでとうございます。
今年もよろしくお願い致します。
夏休みもクリスマスもお正月もいつものようには感じられな
い色の薄い感じになってしまいましたが、これからが忙しい
時。「１月は行く」「２月は逃げる」「３月は去る」というようにた
だでさえあっという間に過ぎてしまう月になります。コロナ禍
ですが、いかに色濃く過ごすかは自分次第。さあ、2021年の
はじまりです！


